
日 水月 木火 金 土

◆ 

講
座
・
教
室
・
催
し
物
ガ
イ
ド

　
11
月
の
歴
史
講
座

◆
み
や
こ
の
資
料
を
他
館
で
味
わ
う
…
　
　
　

  

秋
の
関
連
企
画
展
の
ご
案
内
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博物館休館日カレンダー
2025 年 　11 月

▲ 清掃は室内でも実施。大掃除なみに天井や梁の汚れや 
　クモの巣も除去してスッキリしました

▲ 資料の現況確認をする漱石山房記念館の学芸員。
　資料引き渡しにあたっての大事な作業です

【漢
詩
紀
行
講
座
】

　
11
月
１
日
（
土
）
９
時
30
分
～

【
古
文
書
講
座
】

　
11
月
８
日
（
土
）
10
時
～

【
古
典
か
な
講
座
】

　
11
月
15
日
（
土
）
９
時
30
分
～

【
み
や
こ
学
講
座
】

　
11
月
22
日
（
土
）
13
時
30
分
～

※
日
程
等
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
見
学
会
等
は
別
途
ご
案
内
し
ま
す
。

　
左
記
の
博
物
館
で
、
当
館
の
資
料
が
出

張
展
示
さ
れ
る
特
別
展
が
開
催
中
で
す
。

他
館
の
資
料
と
コ
ラ
ボ
展
示
さ
れ
る
こ
と

で
「
新
た
な
発
見
」
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
こ
の
秋
、
東
京
へ
お
出
か
け
の
機

会
が
あ
れ
ば
見
比
べ
て
新
発
見
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

■ 

新
宿
区
立
漱
石
山
房
記
念
館
（
東
京
都
）

・
名 

称　
発
表
一
二
〇
年
記
念

　
　
　
　
『
吾
輩
ハ
猫
デ
ア
ル
』
展

・
会 

期　
10
月
11
日（
土
）
～
12
月
７
日（
日
）

・
み
ど
こ
ろ　
「
猫
」
の
漱
石
自
筆
原
稿
や
、
当

　
館
と
は
別
の
猫
の
死
亡
通
知
は
が
き
な
ど

・
問
合
せ
先
　
０
３
︲
３
２
０
５
︲
０
２
０
９

　

h
ttp

://s
o

s
e
k
i-

m
u

s
e
u

m
.jp

/

※
詳
細
は
当
館
ま
た
は
開
催
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　10月1日（水）、上記で紹介した漱石山房
記念館（東京都）から特別展開催に伴う資料
借用に担当学芸員が来館しました。
　当館自慢の小宮豊隆資料から「猫」ゆかり
の２点を提供し、東京へ送り出しました。

　9月28日（日）、重要文化財永沼家住宅（犀
川帆柱）で保存協力会と文化遺産ボランティ
ア合同の清掃作業が行われました。
　夏の暑さを避けた9月の清掃により、熱中
症の心配もなく快適に作業が進みました。

９月・10月の業務日誌から

▲ 乱の様相を伝える実録誌（左：西南鎮静録／右：明九征賊記） 乱後、事件の顛末を綴る実録誌が刊行され好評を博した
　左は豊津での戦闘の図、右は蜂起直後の秋月党が甘木へ進軍する様子。何れも様相をイメージして描いた木版刷りの想像図

▲ 石井省一郎発電信文
　緊迫感溢れる電文が綴られる

◆
博
物
館
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

秋
の
企
画
展 

み
や
こ
町
文
化
遺
産
フ
ェ
ス
タ
協
賛
企
画

 

秋
月
の
乱
一
五
〇
年
展

会
期
：
１０
月
18
日（
土
）〜 

１1
月
30
日（
日
）

ー 

望
ま
ぬ
戦
い
と
そ
の
戦
禍
を
乗
り
越
え
る
人
々
の
軌
跡 

ー

　
明
治
初
め
に
起
き
た
日
本
史
上
の
事
件

「
不
平
士
族
の
反
乱
」
は
、
急
激
な
近
代

化
の
圧
迫
に
耐
え
か
ね
た
士
族
が
起
こ
し

た
も
の
で
、
西
日
本
を
中
心
に
国
内
各
所

で
勃
発
、
そ
の
最
大
の
も
の
が
明
治
10
年

に
西
郷
隆
盛
が
起
こ
し
た
西
南
戦
争
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
前
年
に
起
き
た
秋
月
の
乱
は
そ
の

前
哨
戦
と
さ
れ
、
歴
史
家
は
山
間
の
一
争

乱
と
の
評
価
で
す
が
、
舞
台
と
な
っ
た
豊

津
・
秋
月
の
人
々
に
は
長
い
間
大
事
件
と

し
て
記
憶
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
昭
和
以
降
、
関
係
者
の
尽
力
で
慰
霊
と

研
究
が
進
み
、
乱
を
客
観
視
す
る
と
共
に

恩
讐
を
超
え
た
地
域
間
交
流
も
展
開
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
乱
後
150
年
と
な
る
こ
の
年
、
改
め
て
乱

の
実
像
を
知
り
、
秋
月
と
の
交
流
を
深
め

る
縁よ

す
がと
し
て
本
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

戦
禍
を
希
望
へ
繋
い
だ
人
々
の
歩
み
を
改

め
て
確
認
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
主
な
展
示
資
料

・
石
井
省
一
郎
発
電
信
文

　
「
豊
津
も
蜂
起
か
」
の
噂
を
確
認
す
る
た
め
の
電
信

・
乱
の
様
相
を
伝
え
る
実
録
誌

　
乱
の
様
相
を
想
像
で
描
い
た
「
際
絵
」
が
載
る
実
録
誌

●
観 

覧 

料　
大
人　
　
　
　
２
０
０
円

　
　
　
　
　
　

高
校
生
以
下　
１
０
０
円

　
　
　
　
　
　
※
団
体
料
金
あ
り（
20
名
以
上
）

●
開
館
時
間　

９
時
30
分
～
17
時

●
休 

館 

日　
月
曜
・
祝
日
の
翌
日

（一八
七
七
）

（一八
七
六
）



3 野田　陽葵伊良原中学校 鳴滝不動尊の鳥居

2 山口ななせ育徳館中学校 “ 自然 ”と “ 社頭 ”

1 山田　愛奈勝 山 中 学 校 ことこと列車

2 福田　七葉勝 山 中 学 校 あさがおと三重塔

6 川上　凌雅犀 川 小 学 校 ぼくたちの暮らしを守る伊良原ダム

6 嶋田　安里黒 田 小 学 校 自慢のふるさと遺産 橘塚古墳

4 濱江　悠亮犀 川 小 学 校 永沼家住宅

5 特手　　栞豊 津 小 学 校 夜の国分寺三重塔

2 ふじ川る生豊 津 小 学 校 国分寺三重塔

2 久保晴琉真黒 田 小 学 校 とんぼを捕まえる僕

2 大たにみはる豊 津 小 学 校 おがさわら神社

2 盛澤　虹心久 保 小 学 校 春の道

博物館だより　No.228

本年も絵画コンクールに多数のご応募いただきありがとうございました！
ご応募いただいた絵画を対象に実施した審査の結果、以下の内容で
受賞・入選作品が決定しましたので、お知らせします。

備考：受賞者名は賞・部門ごとに学年順、氏名の五十音順に記載しています。

優秀賞（6点）

佳　作（6点）

「わたしのお気に入りふるさと遺産」
絵画コンクール

絵画コンクール　受賞・入選作品決定

中 学 校

中 学 校

小 学 校
（高学年）

小 学 校
（高学年）

小 学 校
（低学年）

小 学 校
（低学年）

佳　作

優　秀

タ　イ　ト　ル

タ　イ　ト　ル

学年

学年

氏　　名

氏　　名

学　校　名

学　校　名

選出区分

選出区分

賞

賞


